
さらなる飛躍を誓って！さらなる飛躍を誓って！
　成人のつどいが８月１４日、町民会館で開催され、新成人３５人の門出を祝いました。　成人のつどいが８月１４日、町民会館で開催され、新成人３５人の門出を祝いました。

　式典では、新成人を代表して中川広大さんと葛西理沙さんが「新成人としての自覚を　式典では、新成人を代表して中川広大さんと葛西理沙さんが「新成人としての自覚を

高め、強い意志と決意を持って人生を切り拓いていきたい。」と誓いのことばを述べ、高め、強い意志と決意を持って人生を切り拓いていきたい。」と誓いのことばを述べ、

決意を新たにしました。決意を新たにしました。
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九
月
一
日
は
防
災
の
日
で
す
。

　

ま
た
、
八
月
三
十
日
か
ら
九
月

五
日
は
「
防
災
週
間
」、
九
月
の

一
カ
月
間
は
「
防
災
月
間
」
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

乙
部
町
で
は
、
八
月
十
八
日
に

大
雨
に
見
舞
わ
れ
、
人
的
被
害
は

な
か
っ
た
も
の
の
、
河
川
の
増
水

な
ど
に
よ
り
農
業
を
中
心
に
様
々

な
分
野
で
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
六
十
五
世
帯
に
避

難
勧
告
の
発
令
や
道
路
の
通
行
止

め
、
一
部
地
域
で
の
断
水
な
ど
、

生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
や
、
さ
ら
に

大
き
な
災
害
が
予
想
さ
れ
る
と
き
、

自
分
や
家
族
を
守
る
た
め
に
ど
う

す
る
か
。
ま
た
、
被
害
の
拡
大
を

防
ぐ
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
、
家
庭
や
地
域
で

考
え
る
こ
と
が
大
切
な
備
え
の
一

つ
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
全
国
的
に
台
風
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
災
害
に
見
舞

わ
れ
る
前
に
、
覚
え
て
お
き
た
い

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

特
徴
を
知
る

〜
台
風
や
大
雨
の
注
意
点

　

台
風
と
は
、
熱
帯
の
海
上
で
発

生
す
る
低
気
圧
の
う
ち
、
北
西
太

平
洋
ま
た
は
南
シ
ナ
海
に
存
在
し
、

低
気
圧
域
内
の
最
大
風
速
が
お
よ

そ
毎
秒
十
七
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も

の
を
言
い
ま
す
。

　

注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
点

は
、
台
風
が
は
る
か
遠
く
に
あ
っ

て
も
、
台
風
の
進
行
方
向
に
前
線

が
あ
る
場
合
は
、
前
線
が
刺
激
さ

れ
集
中
豪
雨
と
な
る
場
合
が
あ
り
、

台
風
の
進
行
方
向
の
右
側
は
、
左

側
に
比
べ
て
強
い
風
が
吹
き
や
す

い
の
が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
最
近
多
発
し
て
い
る
、

急
速
に
発
達
し
た
積
乱
雲
が
も
た

ら
す
、
突
発
的
で
局
地
的
な
大
雨

は
、
俗
に
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
と
呼

ば
れ
、
毎
年
各
地
で
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
局
地
的
な
大
雨
は
、
前
線

や
低
気
圧
、
台
風
な
ど
に
伴
う
集

中
豪
雨
に
比
べ
る
と
予
報
が
難
し

い
の
で
、
急
に
真
っ
黒
な
雲
が
近

づ
い
て
き
た
時
や
、
川
の
水
か
さ

が
増
え
て
に
ご
っ
て
き
た
時
な
ど

は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
台
風
や
大
雨
に

伴
っ
て
、
が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り

が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

地
鳴
り
や
斜
面
に
流
水
が
発
生

し
た
時
は
、
そ
の
場
か
ら
速
や
か

に
離
れ
る
と
と
も
に
、
役
場
や
消

防
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
北
海
道
で
も
頻

発
し
た
竜
巻
に
も
注
意
が
必
要
で

す
。
竜
巻
注
意
情
報
が
出
た
場
合

は
も
ち
ろ
ん
、
空
が
急
に
真
っ
暗

に
な
る
、
大
粒
の
雨
が
降
り
出
す
、

雷
が
起
こ
る
な
ど
、
積
乱
雲
が
近

づ
く
兆
候
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に

は
、
頑
丈
な
建
物
に
避
難
す
る
な

ど
の
身
の
安
全
を
確
保
す
る
行
動

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

状
況
を
知
る

〜
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

　

災
害
時
に
的
確
な
行
動
を
と
る

た
め
に
は
、
正
確
な
情
報
を
得
る

こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

乙
部
町
で
は
、
防
災
行
政
用
無

線
を
整
備
し
て
い
て
、
全
て
の
家

庭
に
戸
別
受
信
機
を
設
置
し
て
い

ま
す
し
、
町
内
十
九
カ
所
に
屋
外

拡
声
器
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
災

害
発
生
時
に
は
放
送
で
情
報
を
お

伝
え
し
ま
す
。

　

家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
る
戸
別

受
信
機
は
、
停
電
時
で
も
動
作
で

き
る
よ
う
に
、
商
用
電
源
と
乾
電

池
を
自
動
で
切
り
替
え
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
常
に
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込

ん
で
い
る
こ
と
と
、
定
期
的
に
乾

電
池
を
交
換
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
、
広
報
お
と
べ
平

成
二
十
五
年
三
月
号
六
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来

台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来

災
害
に
負
け
な
い
準
備
を
！

特　集

　災害などが予想さ
れる場合には、防災
行政用無線などを
使って各家庭へお知
らせします。
　また、総務省消防
庁が整備している全
国瞬時警報システム
（Ｊ－アラート）が
伝達する情報を自動
で放送します。

番号 地　区 避 難 場 所 （施 設 名）
1 滝 瀬 滝瀬寿の家
2

元 町
元町みなと交流館

3 生きがい交流センター
4 街なみ環境集会施設（プラザおとべ）
5

緑 町

乙部小学校
6 在宅福祉保健複合施設（ケアセンターおとべ）
7 高齢者ふれあいセンター
8 乙部中学校
9 緑町寿の家
10

館 浦
町民会館

11 館浦研修会館
12 館浦温泉施設
13 姫 川 姫川ふるさと体験交流館（旧姫川小学校）
14 乙部ヘリポート
15 旭 岱 旭岱寿の家
16 千岱野 千岱野研修会館
17 富 岡 富岡へき地保健福祉館
18 鳥 山 ゆりの里活性化センター
19 栄 浜 栄浜ふれあいセンター
20 栄浜小学校
21 元 和 元和交遊館
22 三ツ谷 三ツ谷研修会館
23 潮 見 明和小学校花 磯
24 豊 浜 とよはま地区センター

●暴風、豪雨、豪雪、洪水等の災害に関する避難場所
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大
災
害
の
危
険
を
察
知
す
る

〜
特
別
警
報
が
ス
タ
ー
ト

　

八
月
三
十
日
か
ら
、
気
象
庁
に

よ
る
特
別
警
報
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
特
別
警
報
は
、
こ
れ
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な

非
常
に
危
険
な
状
況
に
あ
る
場
合
、

最
大
限
の
警
戒
を
呼
び
か
け
る
も

の
で
す
。

　

特
別
警
報
は
、
防
災
行
政
用
無

線
や
広
報
車
な
ど
の
ほ
か
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
る
の
は
、

過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ

う
な
津
波
、
火
山
噴
火
、
大
雨
、

防
風
の
場
合
で
、
直
ち
に
命
を
守

る
行
動
が
必
要
で
す
。

　

特
に
、
大
雨
の
よ
う
に
時
間
が

た
つ
に
つ
れ
、
危
険
に
な
る
よ
う

な
災
害
で
は
、
特
別
警
報
が
出
る

前
に
発
表
さ
れ
て
い
る
警
報
な
ど

を
把
握
し
て
、
早
め
に
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

特
別
警
報
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
十
一
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

も
し
も
の
時
は
す
ぐ
に
避
難

〜
避
難
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

　

も
し
も
避
難
を
要
す
る
よ
う
な

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
ら
、
迷
う
こ

と
な
く
避
難
で
き
る
よ
う
に
、
自

宅
や
勤
務
先
な
ど
か
ら
の
避
難
経

路
を
確
認
し
て
お
く
と
避
難
時
間

が
短
縮
で
き
、
身
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
族
が
ば
ら
ば
ら
で
避

難
し
た
場
合
の
連
絡
方
法
や
、
待

ち
合
わ
せ
場
所
な
ど
を
確
認
し
て

お
く
こ
と
で
、
家
族
と
の
再
会
や

安
否
の
確
認
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

大
き
な
災
害
が
予
想
さ
れ
る
時

に
は
、
役
場
か
ら
防
災
行
政
用
無

線
な
ど
を
使
っ
て
避
難
準
備
情
報

な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
災
害
が
発

生
し
た
ら
す
ぐ
に
避
難
で
き
る
よ

う
な
準
備
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
状
況
に
応
じ
て
避
難
勧

告
あ
る
い
は
避
難
指
示
を
発
令
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
場
合
は
、
直
ち
に
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。

も
し
も
の
準
備
と
心
得
を

〜
避
難
持
ち
出
し
品
の
準
備
な
ど

　

避
難
を
要
す
る
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
て
、
準
備
を
し
て

お
く
こ
と
が
、
避
難
時
の
行
動
を

大
き
く
左
右
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

ラ
ジ
オ
や
懐
中
電
灯
、
飲
料
水

の
備
え
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特

に
個
別
事
情
の
も
の
（
持
病
の
薬

や
入
れ
歯
、
補
聴
器
な
ど
）
を
す

ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
な
準
備
を

し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　

お
住
ま
い
の
場
所
に
応
じ
て
、

日
頃
か
ら
避
難
の
方
法
や
、
避
難

時
に
あ
わ
て
な
い
た
め
の
準
備
を

整
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く

る
も
の
で
す
。

　

科
学
が
発
達
し
た
現
代
で
も
、

自
然
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。

　

自
然
現
象
そ
の
も
の
に
は
あ
ら

が
う
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

起
き
て
し
ま
っ
た
時
に
ど
の
よ
う

に
対
処
す
る
か
が
肝
心
で
す
。

　

ま
ず
自
ら
の
身
を
守
り
、
そ
し

て
周
囲
と
協
力
し
て
助
け
合
う
、

自
助
・
共
助
を
見
つ
め
な
お
し
、

日
頃
か
ら
防
災
へ
の
感
心
を
高
く

持
つ
こ
と
で
、
災
害
に
強
い
町
で

い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
は
昨
年
度
、
防
災
資
機
材
備

蓄
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、
災
害
時

に
必
要
な
物
資
を
保
管
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
防
災
用
資
機
材
の
整
備

や
、
自
治
会
町
内
会
の
自
主
防
災

へ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
な
ど
、

災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　この浸水想定区域は、氾濫時の危険箇所等ついての正確な情報を知ることが重要との考え方から、水防法の規定により、
浸水区域と水深を北海道が公表したものです。
　浸水想定区域は概ね50年に1回程度起こる大雨が降った場合、姫川が氾濫したと想定して、浸水の状況をシュミレーショ
ンにより求めたものです。
　8月18日の大雨では、大規模な氾濫はまぬがれましたが、想定箇所以外でも様々な条件により浸水することが十分考えら
れますので注意が必要です。

姫川水系姫川
浸水想定区域図
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第
四
十
回
産
業
ま
つ
り
＆
温
泉
ま
つ
り
が
八
月
四
日
、

乙
部
温
泉
郷
で
開
催
さ
れ
、
特
産
品
の
販
売
や
ゲ
ー
ム

を
楽
し
も
う
と
、
大
勢
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

保
育
園
の
山
車
行
列
と
、
千
人
踊
り
パ
レ
ー
ド
を
皮

切
り
に
、
恒
例
の
景
品
入
り
も
ち
ま
き
や
ラ
ム
ネ
の
早

飲
み
、
縄
跳
び
大
会
な
ど
で
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

毎
年
子
ど
も
達
に
大
人
気
の
イ
カ
の
つ
か
み
取
り
で

は
、
水
を
噴
き
上
げ
る
イ
カ
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
捕

ま
え
る
姿
に
歓
声
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
暁
月
め
ぐ
み
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
も
二
部
構

成
で
行
わ
れ
、
会
場
か
ら
は
ひ
と
き
わ
大
き
な
拍
手
と

歓
声
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
温
泉
郷
に
あ
る
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
ホ
テ
ル
、
光
林

荘
、
い
こ
い
の
湯
の
無
料
開
放
も
行
わ
れ
、
汗
を
流
し

て
ビ
ー
ル
を
楽
し
む
来
場
者
も
見
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

農
水
産
物
の
販
売

コ
ー
ナ
ー
や
、
飲
み
物

と
軽
食
を
販
売
す
る

コ
ー
ナ
ー
も
盛
況
で
、

辺
り
が
暗
く
な
る
ま
で

会
場
で
は
笑
い
声
が
響

い
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
第
四
十
回

を
記
念
し
て
、
九
月
七

日
に
道
道
乙
部
港
線
内

で
行
わ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
二
十
五
回
乙
部
町
ふ
れ
あ
い
交
流
盆
お
ど
り
・
花

火
大
会
が
八
月
十
四
日
、
乙
部
漁
港
中
央
埠
頭
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
カ
釣
り
漁
船
が
会
場
を
明
る
く
照
ら
す
中
、
山
車

六
台
が
集
ま
り
、
会
場
は
お
祭
り
ム
ー
ド
一
色
に
。

　

寺
島
三
姉
妹
の
民
謡
シ
ョ
ー
で
北
海
盆
歌
や
道
南

ナ
ッ
ト
節
な
ど
、
盆
お
ど
り
の
定
番
曲
を
披
露
す
る
と
、

来
場
者
は
や
ぐ
ら
を
囲
み
、
二
重
、
三
重
の
輪
を
作
っ

て
盆
お
ど
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

間
近
で
迫
力
の
あ
る
花
火
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と

好
評
の
花
火
大
会
は
、
約
三
千
七
百
発
の
花
火
が
乙
部

の
夏
の
夜
空
を
鮮
や
か
に
彩
り
、歓
声
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
帰
省
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
も
っ
と

も
楽
し
み
に
し
て
い
る
も
の
の
一
つ
で
、
毎
年
多
く
の

来
場
者
を
集
め
ま
す
。

　

会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
再
会
を
喜
ぶ
声
や
、
笑
い

声
が
響
く
、
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
で
、
踊
り
と

花
火
で
夏
休
み
の
一
日

に
彩
り
を
添
え
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　

今
年
も
、
町
内
外
の

企
業
や
個
人
、
ふ
る
さ

と
会
な
ど
か
ら
多
く
の

寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
、

花
火
大
会
の
大
き
な
一

助
と
な
り
ま
し
た
。

産
業
ま
つ
り
＆
温
泉
ま
つ
り

産
業
ま
つ
り
＆
温
泉
ま
つ
り

ふ
れ
あ
い
交
流
盆
お
ど
り
・
花
火
大
会

ふ
れ
あ
い
交
流
盆
お
ど
り
・
花
火
大
会

夏休み夏休み

〔4〕



　

第
二
十
九
回
元
和
台
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
七

月
二
十
八
日
、
元
和
台
海
浜
公
園
「
海
の
プ
ー
ル
」
で

開
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
約
二
千
三
百
人
が
訪
れ
、

水
上
ゴ
ザ
走
り
や
ス
イ
カ
割
り
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

ウ
ニ
・
ツ
ブ
・
ホ
タ
テ
計
三
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
手
づ

か
み
体
験
で
は
、
子
ど
も
達
が
海
の
中
か
ら
拾
い
上
げ

る
と
、
大
き
な
歓
声
を
あ
げ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ダ
ッ
タ
ン
漂
流
記
レ
ー
ス
で
は
、
イ
カ
ダ
を

う
ま
く
前
に
進
め
る
こ
と
が
出
来
ず
に
、
右
往
左
往
す

る
姿
に
笑
い
と
歓
声
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
行
わ
れ
た
景
品
入
り
も
ち
ま
き
で
は
、
乙
部

町
の
特
産
品
が
当
た
る
と
い
う
こ
と
で
、
観
光
客
ら
に

大
人
気
で
、
会
場
は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

海
の
プ
ー
ル
は
、
北

海
道
で
唯
一
、
環
境
省

が
選
定
し
た
「
快
水
浴

場
百
選
」
に
選
ば
れ
て

い
て
、
衛
生
面
や
安
全

面
に
特
に
優
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
八
月

十
八
日
ま
で
の
開
設
期

間
中
、
多
く
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

元
和
台
海
の
プ
ー
ル
ま
つ
り
が
、
夏
休
み
の
子
ど
も

達
や
家
族
、
帰
省
客
ら
で
に
ぎ
わ
う
八
月
十
四
日
、
元

和
台
海
浜
公
園
「
海
の
プ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
数
日
間
続
く
暑
さ
や
、
お
盆
休
み
期
間
中

と
の
事
も
あ
り
、
来
場
者
は
約
千
八
百
を
集
め
る
盛
況

で
し
た
。

　

ウ
ニ･

ツ
ブ
・
ホ
タ
テ
の
放
流
を
皮
切
り
に
、
氷
上

か
き
氷
早
食
い
大
会
、
ビ
ー
チ
ク
イ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト

が
行
わ
れ
、
大
き
な
歓
声
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

か
き
氷
の
早
食
い
は
、
足
の
冷
た
さ
と
、
突
然
襲
わ

れ
る
頭
痛
と
の
た
た
か
い
で
、
リ
タ
イ
ア
す
る
子
も
い

れ
ば
、
勢
い
良
く
口
に
か
き
込
む
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ビ
ー
チ
ク
イ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
本
州

や
、
函
館
市
か
ら
帰
省
や
観
光
に
訪
れ
た
五
人
が
参
加
。

　

水
着
の
紹
介
な
ど
の
参
加
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

は
、
得
意
の
踊
り
を
披

露
し
て
会
場
を
沸
か
せ

る
な
ど
笑
い
と
歓
声
が

飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

　

夏
休
み
終
盤
の
海
の

プ
ー
ル
で
は
、
家
族
連

れ
や
友
人
グ
ル
ー
プ
な

ど
、
小
さ
な
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世

代
の
皆
さ
ん
が
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

元
和
台
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

元
和
台
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

元
和
台
海
の
プ
ー
ル
ま
つ
り

元
和
台
海
の
プ
ー
ル
ま
つ
り

観光に 帰省に 大盛況の観光に 帰省に 大盛況の
乙部の夏 イベントの夏乙部の夏 イベントの夏
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田中　宏和さん

絵梨香さん

　１歳11 ヶ月の男の子です。

　男の子には「○○た」と名
付けたかったので、やわらか
いイメージの「陽向」にしま
した。

　太陽のように力強く、陽だ
まりのようにあたたかい子に
育って欲しいです。

館　　陽晴さん

麻衣子さん

　１歳10 ヶ月の男の子です。

　名前の響きが気に入って
「げんと」と決めました。漢
字は、僧侶であるお父さんの
仕事に関する「糸」と「玄」
を使いました。

　健康で思いやりのある、優
しい子に育ってほしいです。

田中　陽
ひ

向
なた

くん

（元　　町）

館　　絃
げん

斗
と

くん

（緑　　町）

　

成
年
後
見
制
度
は
「
判
断
能
力
が

不
十
分
に
な
っ
た
人
の
社
会
生
活
」

を
「
支
援
す
る
人
（
後
見
人
）」
を

家
庭
裁
判
所
で
定
め
て
、
普
通
の
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支

援
す
る
制
度
で
す
。
大
き
く
分
け
て

二
つ
の
し
く
み
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

①
「
法
定
後
見
制
度
」

　

重
度
の
認
知
症
や
重
度
の
知
的
障

害
の
状
態
に
あ
り
、
自
分
の
財
産
の

管
理
や
処
分
が
ま
っ
た
く
出
来
な
い

よ
う
な
人
に
は
「
あ
ら
ゆ
る
契
約
に

つ
い
て
代
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
権
限
を
支
援
す
る
人
に
与
え

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

逆
に
初
期
の
認
知
症
や
軽
度
の
知

的
障
害
の
状
態
に
あ
り
、
判
断
能
力

が
不
十
分
な
が
ら
自
分
の
財
産
の
管

理
や
処
分
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
な

人
の
場
合
、
例
え
ば
「
不
動
産
を
購

入
す
る
場
合
に
だ
け
」
と
い
う
よ
う

に
一
定
の
重
要
な
行
為
に
つ
い
て
の

み
代
理
で
き
る
権
限
を
支
援
す
る
人

に
与
え
る
事
も
可
能
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
成
年
後
見
制
度
で
は

対
象
と
な
る
人
の
判
断
能
力
の
程
度

や
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
支
援
す
る

人
の
権
限
を
大
き
く
し
た
り
、
小
さ

く
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

対
象
と
な
る
人
の
判
断
能
力
の
程
度

に
応
じ
て
「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」

と
い
う
３
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

②
「
任
意
後
見
制
度
」

　

将
来
、
自
分
が
認
知
症
に
な
っ
た

時
に
備
え
て
、
自
分
が
一
番
信
頼
し

て
い
る
人
や
支
援
し
て
も
ら
う
内
容

を
決
め
て
お
き
、
法
律
に
基
づ

い
て
あ
ら
か
じ
め
契
約
し
て
お

く
制
度
で
す
。
対
象
と
な
る
人

が
元
気
な
う
ち
は
効
力
を
発
揮

し
ま
せ
ん
が
、
判
断
能
力
が
低

下
し
た
時
に
制
度
が
開
始
さ
れ

ま
す
。

　

最
後
に
後
見
人
の
職
務
内
容

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
後
見

人
は
対
象
と
な
る
人
の
生
活
・

医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
身
の

回
り
の
事
柄
に
目
を
配
り
な
が

ら
対
象
者
の
保
護
・
支
援
を
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
食
事

の
世
話
や
実
際
の
介
護
を
す
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
、

財
産
管
理
に
関
す
る
事
や
介
護
事
業

者
（
直
接
介
護
し
て
く
れ
る
ヘ
ル

パ
ー
な
ど
）
と
の
契
約
、
老
人
ホ
ー

ム
入
所
の
契
約
な
ど
の
法
律
行
為
に

関
す
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

制
度
を
利
用
す
る
に
は
様
々
な
手

続
き
（
家
庭
裁
判
所
へ
の
申
請
、
医

師
に
よ
る
鑑
定
な
ど
）
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ご
相
談
の
際
は
「
乙
部
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い℡

６
２
―
５
８
４
５

こ
れ
っ
て
何
？

「
成
年
後
見
制
度
」
と
は

「
成
年
後
見
制
度
」
と
は

支援される人

契約の相手

（ ）
・不動産の売買
・介護事業者との契約
　（老人ホームやヘルパー、
　  デイサービスなど）

支援する人
（後見人）

支援される人に代わって契約をしたり、契約を取り消したりします！

家庭裁判所に選んでもらう
又は、支援する人の家族が選ぶ

判断力が不十分
認知症や知的障害

〔6〕



9
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
（休日当番医　上ノ国診療所）

特定健診・がん検診・各種検査
（町館　午前6時～）

特定健診・がん検診・各種検査
（栄ふ　午前6時～）
特定健診・がん検診・各種検査
（ゆ里　午前8時～）

ヒブワクチン予防接種
（国保　午後1時～）
不活化ポリオ予防接種
（国保　午後1時～）
サロン「とよはな」
（豊セ　午後1時～）
ミニひよこサークル・MAMA　FIT
（交流　午前10時～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア　午前10時～）

ウォーキング講座
（町館　午後5時30分～）

8 9 10 11 12 13 14
（休日当番医　道立江差病院） めい巡回相談

（ケア　午後1時30分～）
三種混合予防接種
（国保　午後1時～）
四種混合予防接種
（国保　午後1時～）
おたっしゃ体操教室
（ゆ里　午後1時30分～）

赤ちゃん相談・赤ちゃん健診
（ケア　午後1時～）

男のためのお達者教室（体操）
（ケア　午後1時30分～）

15 16 敬老の日 17 18 19 20 21
（休日当番医　半澤医院）
元町地区敬老会
（交流　午前11時～）
姫川・旭岱・千岱野地区敬老会
（姫ふ　午前11時～）
鳥山地区敬老会
（ゆ里　午前11時～）
元和地区敬老会
（元交　午前11時～）

（休日当番医　勤医協江差診療所）
豊浜地区敬老会
（豊セ　午前11時30分～）

ぴよぴよ広場
（交流　午前10時～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア　午前10時～）
麻しん風しん予防接種
（1歳児対象）
（国保　午後1時～）
BCG予防接種
（国保　午後1時20分～）

健康相談
（三愛　午前9時～）
健康相談
（三研　午前9時40分～）
本町地区敬老会
（町館　午前11時～）

すくすく広場
（つ保　午前9時30分～）

22 23秋分の日 24 25 26 27 28
（休日当番医　乙部町国保病院）（休日当番医　厚沢部町国保病院）おしゃべりサロン

（姫ふ　午後1時30分～）
こころの健康相談
（江保　午後3時～）

おたっしゃ体操教室
（元交　午後1時30分～）
1歳6か月児、3歳児健診
（交流　午後1時～）

肺炎球菌ワクチン予防接種
（国保　午後1時～）
健康相談
（ゆ里　午後１時30分～）

ひよこサークル
（公民　午前10時～）
献血
（町内　午前10時～）

南部檜山清掃セン
ターは機械点検整
備のため休業とな
ります。

29 30 10
     1

10
     2

10
     3

10
     4

10
     5

（休日当番医　道立江差病院）

会
場
・
場
所
省
略

(国保) 国保病院 (交流) 生きがい交流センター (三研) 三ツ谷研修会館 （元交）元和交遊館

(ケア) ケアセンターおとべ (ゆ里) ゆりの里活性化センター (栄ふ) 栄浜ふれあいセンター （公民）公民館

(町館) 町民会館 (江保) 江差保健所 (姫ふ）姫川ふれあいセンター

(豊セ) とよはま地区センター (三愛) 三ツ谷愛郷会館 （つ保）つくし保育園
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第282号

　

八
月
十
四
日
、
町
民
会
館
に
お

い
て
成
人
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
、

町
内
在
住
者
の
ほ
か
、
帰
省
者
を

合
わ
せ
た
三
十
五
名
の
新
成
人
の

門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。
式
典
に

先
立
っ
て
実
施
し
た
町
内
視
察
で

は
、
ナ
マ
コ
の
養
殖
や
高
設
い
ち

ご
の
栽
培
を
視
察
し
た
ほ
か
、
母

校
で
あ
る
中
学
校
を
久
し
振
り
に

訪
問
し
郷
土
の
素
晴
ら
し
さ
を
再

認
識
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

そ
の
後
の　

記
念
式
典
で
は
、

寺
島
町
長
と
阿
部
議
会
議
長
か

ら
「
ゆ
る
ぎ
な
い
信
念
と
決
意
を

持
っ
て
人
生
を
切
り
拓
い
て
下
さ

い
。」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成

人
を
代
表
し
て
中
川
広
大
さ
ん
と

葛
西
理
沙
さ
ん
が
「
新
成
人
と
し

て
の
自
覚
を
高
め
、
自
己
の
可
能

性
を
活
か
し
て
い
き
ま
す
。」
と

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
交
歓
会
で
は
、
久
し

ぶ
り
の
友
人
達
と
の
会
話
に
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
一
日
、
町
民
プ
ー
ル
に

お
い
て
小
中
学
生
水
泳
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
、
出
場
選
手
が
日
頃
の
練

習
成
果
を
発
揮
し
、
会
場
に
大
き
な

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
結
果
は
次

の
通
り
。（
各
一
位
の
み
）

【
男
子
】

十
五
㍍
ビ
ー
ト
板

　

小
一　

吉
田
匠
之
介　

29
秒
14

　

小
二　

内
海
晃
太
朗　

22
秒
77

二
十
五
㍍
ビ
ー
ト
板

　

小
三　

日
沼　

一
颯　

33
秒
03

二
十
五
㍍
平
泳
ぎ

　

小
四　

井
田　

樹　
　

27
秒
33

　

小
五　

能
代　

一
太　

27
秒
45

　

小
六　

小
林　

亮
太　

22
秒
27

二
十
五
㍍
背
泳
ぎ

　

小
四　

井
田　

樹　
　

24
秒
29

　

小
五　

能
代　

一
太　

26
秒
10

　

小
六　

小
林　

亮
太　

22
秒
46

二
十
五
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

　

小
全　

小
林　

亮
太　

19
秒
51

二
十
五
㍍
自
由
形

　

小
三　

明
石　

琢
磨　

30
秒
54

　

小
四　

井
田　

樹　
　

21
秒
13

　

小
五　

能
代　

一
太　

20
秒
13

　

小
六　

小
林　

亮
太　

15
秒
85

百
㍍
フ
リ
ー
リ
レ
ー

　

小
全　

乙
部
小
Ｂ
1
分
24
秒
71

百
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　

小
全　

乙
部
小　

1
分
31
秒
62

五
十
㍍
背
泳
ぎ

　

中
二　

久
末　

奈
実　

45
秒
13

　

中
三　

八
木　

静
楓　

37
秒
72

二
十
五
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

　

小
全　

伊
藤
さ
く
ら　

21
秒
84

　

中
全　

八
木　

静
楓　

16
秒
86

二
十
五
㍍
自
由
形

　

小
三　

坪
田　

星
那　

28
秒
41

　

小
四　

西
村　

郁
美　

22
秒
09

　

小
五　

五
十
嵐
ゆ
う
の
20
秒
28

　

小
六　

伊
藤
さ
く
ら　

18
秒
73

五
十
㍍
自
由
形

　

中
二　

久
末　

奈
実　

39
秒
41

　

中
三　

八
木　

静
楓　

34
秒
28

百
㍍
フ
リ
ー
リ
レ
ー

　

小
全　

乙
部
小
Ａ
1
分
26
秒
50

　

中
全　

乙
部
中　

1
分
16
秒
76

百
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　

小
全　

乙
部
小
Ａ
1
分
32
秒
01

　

中
全　

乙
部
中　

1
分
22
秒
07

【
男
女
混
合
】

百
五
十
㍍
新
三
種
混
合
リ
レ
ー

　

小
全　

乙
部
小
Ｅ
3
分
35
秒
91

【
女
子
】

十
五
㍍
ビ
ー
ト
板

　

小
一　

由
利　

花
央　

32
秒
10

　

小
二　

矢
口　

麻
湖　

23
秒
64

二
十
五
㍍
ビ
ー
ト
板

　

小
三　

石
田　

望　
　

27
秒
71

二
十
五
㍍
平
泳
ぎ

　

小
四　

佐
々
木
真
生　

31
秒
02

　

小
五　

西
村　

芽
依　

25
秒
46

　

小
六　

伊
藤
さ
く
ら　

24
秒
19

五
十
㍍
平
泳
ぎ

　

中
二　

奥
村　

愛
香　

50
秒
92

　

中
三　

八
木　

静
楓　

46
秒
64

二
十
五
㍍
背
泳
ぎ

　

小
四　

西
村　

郁
美　

26
秒
78

　

小
五　

五
十
嵐
ゆ
う
の
23
秒
16

　

小
六　

伊
藤
さ
く
ら　

23
秒
01

誓いのことばを述べる新成人誓いのことばを述べる新成人

町内視察ではナマコ養殖などを見学しました町内視察ではナマコ養殖などを見学しました

新
成
人
の
門
出
を
祝
福

新
成
人
の
門
出
を
祝
福

〜
乙
部
町
成
人
の
つ
ど
い
〜

第
二
十
三
回
乙
部
町

第
二
十
三
回
乙
部
町

小
中
学
生
水
泳
競
技
大
会

小
中
学
生
水
泳
競
技
大
会

最後まで頑張って泳いだ選手達最後まで頑張って泳いだ選手達

勢い良くスタートする選手達勢い良くスタートする選手達
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江差警察署 宮内係長による講話江差警察署 宮内係長による講話頑張って昆虫の標本箱を作りました頑張って昆虫の標本箱を作りました

　

七
月
十
八
日
、
町
民
会
館
に
お

い
て
第
二
十
九
回
乙
部
町
青
少
年

健
全
育
成
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、

自
治
会
・
町
内
会
長
を
は
じ
め
、

民
生
委
員
や
少
年
補
導
員
、
社
会

教
育
委
員
等
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
は
じ
め
に
江
差

警
察
署
刑
事
・
生
活
安
全
課
の
宮

内
氏
を
講
師
に
最
近
の
青
少
年
の

非
行
の
状
況
と
青
少
年
を
守
る
取

組
み
に
つ
い
て
、
実
際
に
あ
っ
た

　

七
月
二
十
九
日
、
爽
や
か
な
夏

晴
れ
の
中
、
公
民
館
の
昆
虫
採
集

教
室
が
開
催
さ
れ
、
夏
休
み
を
迎

え
た
町
内
の
小
学
生
が
参
加
し
ま

し
た
。
昆
虫
採
集
の
場
所
は
竹
森

山
駐
車
場
に
至
る
竹
森
ロ
ー
ド
で
、

子
ど
も
達
は
捕
虫
網
を
手
に
し
て

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
蝶
や
キ
ア
ゲ
ハ
、
ノ

シ
メ
ト
ン
ボ
な
ど
を
採
取
し
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
昼
か
ら
は
い

上
手
に
標
本
に
出
来
た
よ
！

上
手
に
標
本
に
出
来
た
よ
！

〜
青
少
年
健
全
育
成
懇
談
会
〜

〜 

昆 

虫 

採 

集 

教 

室 

〜

全日本バレーボール小学生大会南北海道大会
７月６～７日　伊達市

○１回戦   おとべDiG ２－０ 千歳ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ少年団
●準々決勝 おとべDiG ０－２ WIN海陽（室蘭）

近隣市町空手道交流大会７月２８日　町民体育館
形の部
　小学女子５・６年女子の部　第２位　菊池 彩乃
組手の部
　小学女子５・６年女子の部　第２位　菊池 彩乃
　中学男子１年の部　　　　　第３位　斉藤 　駿

【 一 般 向 け 】
●わりなき恋 （岸　惠子）
●リボン （小川　糸）
●正義をふりかざす君へ （真保 裕一）
●ある奴隷少女に起こった出来事  （ﾊｲｴｯﾄｱﾝｼﾞｪｲｺﾌﾞｽ）
●あなたのお墓は誰が守るのか （桝野 俊明）
●北海道日本一 （北海道日本一編集部）
●コドモ★スクランブル （高野　優）
●青春期ブギ （高野　優）
●みつばのクローバー （高野　優）
●子育てバッチコイ！ （高野　優）
【幼児・児童向け】
●１０分でわかる！四字熟語･ことわざ （青木 伸生）
●こぐまのクーク物語 （さかい まり）
●ある日　犬の国から手紙が来て （松井 雄功）
●動物病院のマリー１ （タチアナ･ゲスラー）
●ウリンボー （荒井 良二）
●たなばたさまきらきら （長野 ヒデ子）
●イルカようちえん （のぶみ）
●いろいろバス （ツペラ・ツペラ）

子
ど
も
へ
の
声
か
け
事
案
と
そ
の

対
応
に
は
早
急
な
通
報
が
必
要
で

あ
る
と
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
全
体
協
議
で
は
、
各

小
中
学
校
長
か
ら
子
ど
も
達
の
不

審
者
へ
の
対
応
指
導
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
万
が
一
の
避
難
所
と

し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
各
商
店
や
個
人
宅

に
お
願
い
を
し
て
い
る
子
ど
も
を

守
る
家
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く

の
が
良
い
と
話
合
わ
れ
た
ほ
か
、

よ
い
よ
標
本
作
り
で
す
。
子
ど
も

達
は
、
集
中
力
が
必
要
な
昆
虫
の

翅
を
広
げ
て
形
を
整
え
る
展
翅
作

業
に
最
後
ま
で
根
気
強
く
取
組
み
、

み
ん
な
丁
寧
に
仕
上
げ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
二
週
間
乾
燥
さ
せ
、

図
鑑
を
手
に
展
翅
し
た
昆
虫
の
色

や
模
様
を
見
比
べ
て
、
昆
虫
の
種

類
と
名
前
を
調
べ
て
ラ
ベ
ル
に
書

き
込
む
同
定
作
業
を
行
い
、
標
本

９月のウォーキング講座のご案内
　毎月、各地域でウォーキング講座を開催し、たくさん
の参加者が健康づくりに豊かな自然の中を歩き爽やかな
汗を流しています。９月の講座では、函館市からスポー
ツインストラクターを講師に招きウォーキングの基本を
学びます。健康づくりに皆さまのご参加をお待ちしてい
ます。
と　き　９月５日（木）　１７時３０分～
ところ　町民会館に集合
　　　（※雨天時も町民会館内で実施します。）

箱
に
き
れ
い
に
昆
虫
を
並
べ
て
そ

れ
ぞ
れ
力
作
を
完
成
さ
せ
て
い
ま

し
た
。

子
ど
も
達
の
遊
び
方
や
自
転
車
の

乗
り
方
な
ど
、
地
域
で
も
目
配
り

と
声
か
け
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
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九
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
９
月
10
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

▽
９
月
26
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 
午
後
３
時

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

乙部町国民健康保険病院　9月外来診療日程表乙部町国民健康保険病院　9月外来診療日程表
１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

８
日

９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

午
前

上
の
国
診
療
所

休
診

休
診

休
診

休
診

休
診

道
立
江
差
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

半
澤
医
院

勤
医
協
江
差
診
療
所

村
瀬

奈
良

村
瀬

奈
良

乙
部
国
保
病
院

厚
沢
部
国
保
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

道
立
江
差
病
院

村
瀬

藤
永

藤
永

奈
良

藤
永

奈
良

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

午
後

藤
永

奈
良

藤
永

奈
良

藤
永

藤
永

村
瀬

藤
永

村
瀬

村
瀬

村
瀬

奈
良

奈
良

藤
永

村
瀬

藤
永

村
瀬

村
瀬

藤
永

○献血にご協力下さい○

新車両系（解体用）特別講習の募集

　９月２７日(金)、移動献血車「ひまわり号」が来町いたします。
　現在の全国的な血液不足の状況をふまえ、一人でも多くの方々の
ご協力をお願いいたします。

法改正により、３ｔ以上の「解体用つかみ」「機鉃骨裁断機」「コンクリート圧砕
機」の運転には車両系建設機械（解体用）の資格が必要となりました。
　この度、建災防江差分会では、車両系の有資格者を対象とした「新車両系建設
機械（解体用）運転技能特例講習」を開催しますので、この機会を逃さず受講し
て下さい。

※問合わせ・申込みは、同分会（檜山建設協会内　℡0139-52-1813）まで。
　なお、定員１００名になり次第締め切ります。　

◎新車両系建設機械（解体用）運転技能特例講習
　日　　時　　平成２５年９月１２日（木）午後１時３０分～
　会　　場　　檜山地域人材開発センター
　受 講 料　　６, ７５０円
　申込期限　　９月５日（木）

※当日の状況により、各会場への到着時間が、多少遅れる場合があります。

※　診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※　病院改修工事のため、　駐車場が狭くなっておりますが、ケアセンター前駐車場もご利用できます。

ねんきんの窓窓

　国民年金は、老後の生活や障害、死亡などもしもの時にあなたの大きな支えとなります。保険料の納め忘れが続くと、将来の
年金を受け取ることができなくなるばかりか、障害年金や遺族年金を受け取れない場合があります。
　もしもの時に後悔することのないよう、保険料はきちんと納期内に納めましょう！（納期は翌月末です。納期から２年を経過
すると時効により収められなくなります。）

国民年金保険料の納付が困難なときは
　国民年金には、保険料納付が免除される制度や猶予される制度があります。納付が困難な方は役場の年金係で手続きを行って
ください。

　保険料免除などの承認された期間（多段階免除承認期間において一部納付がない期間は除かれます。）は、老後に年金を受け
取るための資格期間に含まれるだけでなく、万一の時に、障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取る資格期間にも含まれます。
　また、失業された方は、離職票か雇用保険受給資格者証を添付すれば、前年の所得に関係なく免除される特例もあります。

国民年金保険料の納め忘れはありませんか

☆お問い合わせは・・・役場町民課年金係（電話６２－２３１１）☆

納付が困難なときは ３０歳未満の方は 学生の方は

保険料免除制度 若年者納付猶予制度 学生納付特例制度

　本人・世帯主・配偶者の前年所得（１月
から６月までに申請される場合は前々年
所得）が一定額以下の場合には、申請に
より保険料の納付が全額免除または一部
納付（３/４、１/２、１/４）になります。

　３０歳未満の方で本人・配偶者の前年所
得（１月から６月までに申請される場合
は前々年所得）が一定額以下の場合には、
申請により保険料の納付が猶予されます。

　学生の方で本人の前年所得（１月から
３月までに申請される場合は前々年所得）
が一定額以下の場合には、申請により保
険料の納付が猶予されます。

時　　　　間 場　　　　所
１０：００～１２：００ 役場横駐車場
１３：１５～１４：４５ 消防署前駐車場
１５：００～１５：４５ ひやま漁業協同組合前
１６：００～１７：００ ケアセンターおとべ前

日時：９月２７ (金)
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9月の診療予定です

オータムジャンボ宝くじ　9月20日（金）発売開始！

循環器内科新任医師紹介外来診療体制

循 環 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

消 化 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　火・水曜日

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

外 科 午前　月～金曜日
整 形 外 科 午前　月～金曜日
小 児 科 午前　月～金曜日

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日

神 経 精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前　３日・12日・17日・26日
午後　11日・25日

眼 　 　 　 科 午前　木曜日
午後　４日・18日・25日

皮　 膚　 科 午前　火曜日
神 経 内 科 　　　６日・20日
　診療科によって、曜日によって担当医が変わりま
す御確認下さい。
　診療日は予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院にご確認の上、受診してください。

受 付 時 間 午前･･･ 8時00分～ 11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～） 
　　　  午後･･･13時00分～ 14時30分

　４月から赴任しました循環器内科の佐藤達也です。前任地
は札幌医科大学で、大学附属病院の外来診療の傍ら、心臓の
基礎研究に従事しておりました。専門領域は心臓病と心不全
ですが、心臓病を招く危険因子である高血圧、糖尿病、脂質
異常症といった生活習慣病の治療と予防にも力を入れていま
す。日常診療、特に生活習慣病の
診療では、医学的見地から望まし
いことと、患者様が希望される治
療（例えば薬を飲みたくないなど）
が異なることがしばしばあります
が、患者様およびそのご家族に十
分な情報を提供し、不安や疑問を
少しでも解消し、お互いに相談し
ながら治療ができるように心がけ
ております。これからどうぞよろ
しくお願いいたします。

☆看護師通年募集のお知らせ
　現場復帰される方、新人の方も個別にしっかりサポートし
ます。通年募集しておりますので気軽にご連絡ください。（臨
時採用は面接のみ） 
　☎ ５２－００３６（内線２０２）藍

あい

葉
ば

８月３０日から『特別警報』の発表を開始
　気象庁は、これまでの大雨・津波・高潮などの「警報」に加え、警報の発表基準をはるかに超える異常な現象
が予想され、重大な災害の起こるおそれが著しく大きい場合、特別な警戒を呼びかける「特別警報」を新たに
発表します。
　対象となる現象は、東日本大震災における非常に高い津波、居住地
に大きな影響のある火山噴火、これまでに経験が無いような低気圧や
台風による激しい豪雨や暴風など異常な気象現象が発生した場合が該
当になります。
　津波、火山噴火については、既にある大津波警報、噴火警報のうち、
危険度が非常に高いものを特別警報として、従来の名称のまま発表し
ます。
　特別警報が発表された場合、お住まいの地域は一生のうちに何度も
経験しないような非常に危険な状況です。屋外の状況や避難指示・勧告
に留意し、直ちに命を守るために最善の行動をとってください。
　また、従来の警報も重大な災害の起こるおそれがある場合に発表しています。大雨などの被害を防ぐには、
時間をおって発表される注意報・警報やその他の気象情報を活用し、早め早めの行動をとることがあなたや家
族の命を守ります。
特別警報の詳細は、気象庁ホームページでご確認ください。
　http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/index.html

お問い合わせ先：函館海洋気象台　業務課　電話0138-46-2211
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日
〜
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月
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日

　

お
く
や
み

　
　

も
う
し
上
げ
ま
す

鈴
木　
　

忠
さ
ん（
87
歳
）緑　

町

須
田　
　

勇
さ
ん（
84
歳
）豊　

浜

近
藤　

モ
ト
さ
ん（
95
歳
）元　

和

　

ご
け
っ
こ
ん

　
　

お
め
で
と
う

新　

岡　
　
　

友
さ

　

ん（
館

浦
）

角　

谷　

里　

香
さ

　

ん（
館

浦
）

編　

集　

後　

記

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

　

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

八
月
十
八
日
の
大
雨
で
は
、
人
的
被

害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、仕
事
や
生
活
、

様
々
な
か
た
ち
で
辛
い
思
い
を
さ
れ
た

皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

被
害
の
詳
し
い
状
況
は
、
今
月
号
の

編
集
時
点
で
は
ま
と
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

の
で
紹
介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
縁

桂
へ
の
遊
歩
道
が
壊
滅
的
被
害
を
う
け

る
な
ど
、
大
き
な
爪
あ
と
を
残
し
ま
し

た
。

　

今
月
は
、
台
風
な
ど
に
備
え
る
心
構

え
を
特
集
し
ま
し
た
。
自
然
に
対
し
て

出
来
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

日
頃
の
備
え
は
万
全
に
し
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。

9月は国民健康保険税〈第3期〉固定資産税〈第3期〉の納期限です。

町 の 人 口
＝７月末現在＝

（ ）内は前月との比較増減
〈 〉内は３月末からの累計増減

世帯数 1,972（-４）〈+５〉

人 口 4,243（-６）〈-５〉

男 1,950（-３）〈-３〉

女 2,293（-３）〈-２〉

　

乙
部
町
戦
没
者
慰
霊
祭
が
八
月

一
日
、
宮
の
森
公
園
忠
魂
碑
前
で

し
め
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
遺
族
や
関
係
者
約
七

十
人
が
参
列
し
、
戦
没
者
へ
深
く

哀
悼
し
て
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
戦
没
者
の
氏
名
が
奉

読
さ
れ
、
実
行
委
員
長
式
辞
に
引

き
続
き
、
寺
島
町
長
を
初
め
と
す

る
来
賓
か
ら
追
悼
の
辞
が
述
べ
ら

れ
、
参
列
者
全
員
で
忠
魂
碑
に
献

　

東
京
お
と
べ
会
（
菊
池
優
輝
夫

会
長
・
会
員
三
百
九
十
二
人
）
と

さ
っ
ぽ
ろ
乙
部
会
（
田
中
稔
会

長
・
会
員
三
百
八
十
八
人
）
が
八

月
十
四
日
、
共
同
で
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
お
と
べ
荘
に
タ
オ
ル
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
東
京
お
と
べ
会
の
桜

井
文
夫
事
務
局
長
と
、
さ
っ
ぽ
ろ

乙
部
会
の
金
子
三
弘
事
務
局
長
が

お
と
べ
荘
を
訪
問
し
、
お
年
寄
り

に
直
接
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し

「
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い

　

館
浦
自
治
会
で
は
、
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
を
受
け
、
山
車
の
改
修
等

の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
助
成
事
業
は
、
全
国
宝
く
じ

普
及
広
報
事
業
費
と
し
て
受
け
入
れ

る
、
宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
を
財
源

に
し
た
も
の
で
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
推
進
す
る
と
同
時
に
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
助
成
事
業
で
、
よ
り
地
域

の
活
動
が
活
発
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

花
し
、
戦
地
で
命
を
落
と
し
た

方
々
に
平
和
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
で

山
車
改
修

ね
」
と
話
し
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

お
と
べ
荘
の
野
崎
施
設
長
は

「
地
域
の
方
の
協
力
や
入
所
者
の

ご
家
族
、
ふ
る
さ
と
会
の
皆
様
に

支
え
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て
い

ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
お
と
べ
会
で
は
会

員
の
方
か
ら
の
寄
付
金
で
、
毎
年

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
前
の
花
壇
に
花

い
っ
ぱ
い
運
動
と
し
て
花
の
苗
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
な
ど
、

日
頃
か
ら
各
ふ
る
さ
と
会
か
ら
、

様
々
な
形
で
支
援
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。　

　

ふ
る
さ
と
会
の
方
々
の
故
郷
を

思
う
気
持
ち
は
と
て
も
暖
か
い
も

の
で
、
た
く
さ
ん
の
元
気
を
乙
部

町
に
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

男のためのお達者教室（第３回）

　夏の暑さに負けていませんか？夏の暑さを吹き飛ばし
バテた体に活を入れてあげましょう！
日　時　９月１３日（金）　　午後１：３０～３：００
場　所　ケアセンターおとべ（乙部国保病院手前）
講　師　高橋茂樹理学療法士
乙部町地域包括支援センター　６２－５８４５

（担当　町中）
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